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1.導入目的
ICT建機の導入に先立ち、3D設計データの作成とこれを利用した測量に取り組む
ことにより3Dデータ作成に慣れる事、またICT建機の有用性を確認するため。

ICT建機

自動追
尾測量

3Dデータ作成 データ取り込み
M/C,M/G掘削

自動追尾測量

事前準備はほぼ同じ

3Dデータ作成 データ取り込み

類似



2.機器(ソフトウェア)紹介
3D設計データ作成ソフト

測量機器

SiTech3D : 3Dデータ作成ソフト SiTechStudio : サーフェイス・点群データ編集ソフト

Sokkia iX1205 : 自動追尾光波 ToughBook FZ-N1 : 快速ナビ



3.3D設計データの作り方

工  事  名：県道清王新田貝ノ川線道路改良工事
工事番号 ：道改(特定)第12-04-3号
工事内容：道路改良工事

       施工延長L=57.2ｍ
       ブロック積擁壁工A=61.0m2
       排水構造物工L=30.0m
       Ａｓ舗装工=219.0m2

※ICT対象工事ではない

工事概要



3.3D設計データの作り方
発注図面(2D)の取り込み

※各工程にチェックあり

・座標登録

ほとんどの
2D-CADデータ
形式に対応．

PDF図面も
取込める．

※ただし誤差有り



3.3D設計データの作り方
 基準点座標の登録/平面線形要素の抽出

生成された平面線形 各要素選択画面
 “測点” “追加距離” “平面曲率図”  etc.

該当部分を
マウスで指定

半自動抽出で
カバーできな
い所や抽出ミ
スは手入力で

修正

各工程でチェックあり



3.3D設計データの作り方
 縦断線形/片勾配,拡幅等の抽出

片勾配摺付図の
各変化点・数値を
マウスで選択



3.3D設計データの作り方
 横断要素の抽出と構成点接続

横断図上で線・点を
クリックして形状を

抽出する．

横断要素抽出 構成点接続

隣接した
2つの横断図

接
続
す
る
点
を
選
択



3.3D設計データの作り方



3.3D設計データの作り方

実際の操作している画面を録画した物

録画ソフトの都合上1モニタで作業している
   (実際の業務では2モニタで作業)

15分以内に収める為に  ・横断図を3測点に削減

            ・所々チェック機能を使用しない

            ・細かい誤差は無視している

動画概要





4.自動追尾測量



5.まとめ


